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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・自分の担当分の経過記録、疾患別診療計画書、転倒・転落等の評価が最新のものがアップロードされているか確認し、8/24（金）までに小嶋SGMへ確認終了の報告をすること。
＜研修案内＞

・第4回院内研修　8/22（水）、23（木）17:30～18:30　場所:メンタル3階会議室

テーマ：｢精神保健・障害者総合支援法（行動制限）｣　講師:西舘翔子PSW
・9/4（火）八戸リスクマネジメント講演会　場所：八戸パークホテル
・9/8（土）院内感染対策研修会　場所：はちふくプラザねじょう
※外部研修はWIZで詳細について確認すること。
＜各種締切＞

・7月経過記録→報告がないスタッフが多い為、小嶋SGMまで報告し、未作成の分はいつまでに作成するのかも併せて報告すること。
・8月中　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～来所時に今朝までの薬の空包を確認し、全て揃っている。スタッフを指定して相談があり、「左胸にしこりのようなものがあって痛いから検査したい。このしこりがなにか知りたい」と内科受診を希望。デイケア終了後に受診することとし、受診結果を教えてほしいことを伝えている。
・佐々木　常夫様～来所後スタッフから挨拶すると、「家に居すぎて頭がおかしくなりました」と笑いながら話している。体調確認すると「暴力を振るおうとは思わないですけど、苛々します。幻聴はありません」「お盆期間中は18時に寝て翌2時に起きてました。起床時間に合わせて朝食後薬は2時、昼食後薬は8時、夕食後薬は15時に飲んでいたら、朝夕食後薬と頓服薬がなくなりました」と話すことから急遽主治医面談を実施している。次回来所時に生活・睡眠状況を確認し、必要時関係機関へ情報提供していく。
・成田　早希　様～デイケア利用日ではないが来所し、相談支援専門員の言動について不満を訴えている。「感情的になると何を言いたいか忘れちゃって…今日モニタリングがあるからそのときに言えたらいいけど」と話しており、伝えたいことが思いついた時点で紙等に書いて忘れないよう助言している。その後連絡があり、「言いたいことを話せてスッキリしました。満足です」と声のトーンは明るい。以前実施した心理検査について「前に心理検査に至った経緯を教えてもらったんですけど忘れちゃったので教えてほしいです。あと心理検査をして何がわかるのかと、結果全部が知りたいです」と話す。上記について臨床心理技術員へ伝えることとし了承を得る。次回当院受診日は9/12（水）9：30。「デイケアが2か月に1回の利用だから、社会資源とかのプログラムに参加しても内容がわからないことが多くて困ってます。手芸とかやりたいことがあれば、そっちを優先したいです」と話すことから、次回来所時に担当スタッフと相談するよう助言している。
・繁名　和恵　様～グループホーム世話人より情報提供があり、10：50分頃にデイケアに来所しているかの確認の電話がある。デイケアには、来所していないし連絡も来ていないことを伝えている。今朝の訪問時、朝食後薬を服用しておらず、確認すると、朝起きる時間が遅かったから飲んでいないかったと話している。また、自室で裸に近い状態で布団に入っていたとのことで、体調確認をしている。頭痛と寒気がするとのことで本日はデイケアを欠席したいと話していたとのこと。その後、体調確認のため、10：30にグループホーム世話人が本人の携帯に電話すると、電源が入っていないか電波の悪い所にいるため、かからなかったという。そのため、あおばに電話を入れるも、誰も出なかったとの事で、デイケアに連絡が来ている。デイケアからもその後、連絡を入れるも電話の電源が入っていない為か、電波の届かない所にいる為、出られていない。その後、11：25頃、本人様より電話がある。体調確認すると、「ご飯食べれなかったからね、ポテトチップス食べたの」「幻聴はないよ」「薬も飲んでないよ」と話している。その後、グループホーム世話人に電話が変わり、世話人に話した内容と青陽館スタッフに話した内容が食い違っている為、再度確認したのち連絡していただくことにし、終話している。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～途中退席や頻回に歩きまわる等の落ち着きのない様子はなく、プログラムに問題なく参加出来ている。独語や空笑は見られるが、無断外出等の問題行動はなく穏やかに過ごしている。引き続き午後の様子を観察していく。
・木村　義重　様～青風荘より情報提供があり、本人より排便状況について本日で-2・3日であるとの話があったとのこと。デイナイトケアにて排便状況を尋ねると「今朝出だった」と答えており、残便感等はなく問題ないと話している。
・倉橋　生子　様～作業療法中、多弁気味でありスタッフへの声掛けを止めることが出来ないでいる為、スタッフよりプログラムに集中するよう伝えると「喋りすぎて疲れた」と話すが、すぐに話し始めている。他者トラブルには至っていないが、引き続き様子観察していき、問題行動あった際には必要に応じ介入していく。

＜外来患者様情報＞
・関　秀治　様～著変なくすごせている。お盆は仕事をしていたと話す。食事や睡眠もとれているとのこと。今の新しいGHにも慣れてきた、6人で生活している、と。処方継続。
・鈴木真知子様～接触性は保たれている。亡くなった母の幻視がときどきあるとのこと。切迫感や恐怖感はないようである。家族関係が希薄であり外出など本人の気分転換が十分ではない状況。無断離所はしないように指導しておく。処方継続。次回診察は8/31予定。
・中村与一郎様～精神的には著変なく経過。先週夏風邪を引いて他科受診をした。徐々に改善はしてきたとのこと。処方継続。
・成田　早希様～最近の様子としては、特に変わりはない感じであるが、頭痛は7月末から今まで続いていたと話している。目がかすむような感覚も一時あるという。高い気温も関係あると思われるが、仕事は続けていてアイロンがけ等の作業もあるらしい。これからは外作業も入ってく予定である。夜間睡眠はとれている。気分面では特に不調はないようである。妹と喧嘩になる事はあるらしい。本日センナリド処方している。
・八木橋牧雄様～本日、昼ごろから眩暈を訴えていることがあった。昼食は全量摂取したが、トイレに立ってからふらつきが見られていて、いご自力歩行ができないで、スタッフ介助にて、車椅子使用して来院する。意識は清明である。身体的な衰弱が考えられるが、歩行は可能になっている。短期間でも入院を勧めるが、本人は頑として拒否して、自宅で休みたいという。スタッフに同伴されて、食糧買い物して帰宅とするが、土・日曜日は外出はしないように指導する。
・番沢　政勝様～最近の調子の方も変わりはなくまあまあ落ちついていたという。デイケ
アは続けている。ラジオ体操やレクダンスなど、楽しんでやっているよ
うである。夜間睡眠もとれている。食事摂取も出来ている。
・佐々木常夫様～通所からの情報があり、昼夜逆転の傾向があるようであるということで来院する。本人の話では、睡眠が安定しないのは3か月前からであったという。身体的に「頭がモヤモヤして左側の筋肉が痛くて、苛々する」と言った訴えが聞かれる。飲酒はしていないという。食事摂取もしていたようである。オランザピンは変えたいという。こちらとしては、減量するなどして続けていくことを勧めるが、聞かない様子である。今回、レキサルテイ追加する。
・鈴木　知子様～最近の様子としては、考えすぎて動悸が強くなったり、抑うつ気分が続
いたり、死にたいと考える事があるようである。本日の診察時には、通
所のある職員の物の言い方がきつくてそれが負担、ということがある。
叱責されているのでないが、自身の性格と合わないと思っているようで
ある。精神病症状の幻聴はない。通所の担当者と相談してみる事を勧め
た。薬の追加は不要、という。
